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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

本市は、少子化の進展により、中学校の生徒数や教職員数は減少している傾向である。それに伴

い、部活動は廃部や休部、活動の縮小に追い込まれることが想定される。

生徒にとっては、現在の部活動が充実した活動になっている一方で、少数ではあるが自分のやりた

い部活動がなく、あったとしても少ない部員数であることなどにより、活動が低調となり、魅力が感じられ

ない状況が生じる可能性がある。このため、生徒の部活動離れを引き起こすという悪循環が生じ、部

活動が衰退する恐れがある。

また、教職員の部活動指導に係る負担が増しており、学校における働き方改革が求められているこ

とや、他方で生徒の育成は学校、家庭及び地域において担われている中で、地域のスポーツ・文化

芸術団体や指導者、施設などの資源と学校との連携・協働が十分ではない状況もみられる。

本市では、国の提言及びガイドラインの内容を踏まえ、令和５年３月に「岡山市立中学校部活動

地域移行推進方針」を策定し、まずは休日の部活動から段階的な地域移行を目指している。（平

日の地域移行も視野に入れ、できるところから取り組む。）その際、長年培われてきた「教師・生徒・

保護者の関係性」や「部活動の教育的意義」を承継させつつ、関係者の理解を得ながら段階的に

移行をしていくことが望ましいことから、当面は、学校部活動をベースに学校と地域が緩やかに連携し

ていく形で取り組んでいる。

人口 ７１４，６７８人 部活動数 ４５５部活

公立中学校数 中学校３７校
義務教育学校１校

市区町村の協議会・検討会議等
の設置状況

設置済（検討会）

公立中学校生徒数 １７，０３４人 市区町村の推進計画・ガイドライン
等の策定状況

策定済（推進方針）
策定準備中（推進計画）

【岡山市部活動地域移行に関するアンケート調査】

部活動顧問の負担感
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（保健体育課、学校指導課）

学校関係者への周知や理解促進、指導者への研修、部活動の現状と

ニーズ把握等

⚫ 市民生活局（スポーツ振興課、文化振興課）※市長部局

推進計画の策定、スポーツ団体等への周知や協力依頼、運営組織の

検討・整備等

指導者と学校との打ち合わせ

5月 指導者派遣開始（中旬以降）

時期 計画事項

4月 指導者と学校とのマッチング、指導者への任用前研修

8月 中国中学校体育大会・全国中学校体育大会・岡山市中学校総合体育大会

保護者・生徒・学校・指導者へのアンケート実施①

6月 備前西地区中学校夏季体育大会

7月 岡山県中学校総合体育大会

11月 岡山県中学校秋季体育大会

12月 保護者・生徒・学校・指導者へのアンケート実施②

9月 第１回岡山市スポーツ推進審議会（進捗状況、結果検証・課題改善策、来年度の取組検討）

10月 備前西地区中学校秋季体育大会

3月 事業完了報告書・成果報告書等の作成

1月 第２回岡山市スポーツ推進審議会（進捗状況、結果検証・課題改善策検討）

2月 第３回岡山市スポーツ推進審議会（成果報告、来年度に向けた検討課題）

市民生活局 教育委員会

連携

WGの開催（立案等）

スポーツ推進審議会
文化芸術推進会議

関係団体
（有識者・校長会・競技団体等）

意見聴取

意見聴取・承認



4

企業

プロスポーツチームを含む 大学

岡山市

教育委員会・市民生活局

連携

モデル３校

野球・サッカー等

大学生等

指導者派遣

市内中学校

プロスポーツチームによる

多様な体験・活動へ参加

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ３校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 陸上競技、バスケットボール、バレーボール、バドミントン野球、サッカー、ソフトテニス、卓球
柔道

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

２５部活

拠点校名 岡山市立岡北中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

９部活

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上競技、男子バスケットボール、女子バスケット
ボール、サッカー、野球、女子バレーボール、
女子ソフトテニス、バドミントン

運営主体名 岡山市

運営類型 市区町村運営型（地域団体・人材活用型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

サッカー：月４回程度
野球：月４回程度

指導者の主な属性 大学生

活動場所 岡山市立岡北中学校

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費等
（年額）

全種目：０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

令和５年度に市民生活局（スポーツ振興課）に部活動地域移行担当を３名配置した。また、教育委員会（保健体育課、学校指導課）や

市民生活局文化振興課と連携・協力して、受け皿団体との連絡調整、指導者確保、研修の在り方、報酬支払いシステム等の運営体制の検

証を行った。
取組事項

週に１度、庁内WGを実施することで、地域移行に係る事業の成果や課題、進捗

状況等を逐一共有しながら、協働的かつ多角的に取組を推進することが可能となっ

ている。また、令和６年１月には、岡山市立中学校部活動地域移行に係る検討

会を設置し、地域移行に関わる関係者および関係団体から幅広く意見聴取や意

見交換を行うことで、今後の取組を推進していく上での一助となっている。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

学生指導者と中学校（顧問）、大学、行政の担当者間において、情報共有や事

務手続き等が円滑に進むよう、「ラインワークス」（ビジネス版ライン）を利活用して

いる。携帯番号やラインアカウント等の個人情報を経由することなく、連絡調整等が

可能であることは大変有益と捉えている。アンケートによると、学生指導者の85％が

顧問との連絡時に「ラインワークス」は有効な連絡手段※右図と感じていた。

特に
工夫した
事項

岡山市立中学校部活動地域移行に係る検討会は、今後も定期的かつ持続的に開催していく意向である。また、関係者間の連絡調整方法に

ついて、「ラインワークス」は上記の通り有効な手段であると考えられるが、機能的な面での有効活用や活用の頻度等については、まだまだ改善の

余地があると考えるため、研修等を通じて、関係者により周知していきたい。

今後の
課題と
対応方針

顧問との連絡時にラインワークスは有効か

【学生指導者へのアンケート】

有識者・関係団体意見聴取
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

岡山市に拠点を置く岡山大学および環太平洋大学と連携・協力し、学生を指導者として近隣中学校へ派遣した。

また、事前に指導者へ資質向上のための研修を実施した。
取組事項

岡山市立中学校３校（岡北中・京山中・瀬戸中）に大学生を88名（岡北中

35名、京山中39名、瀬戸中14名）を派遣した。アンケートの結果、顧問からは、

「技術指導をしてくれる人が来てくれるのは助かる」や「専門性を持ち、生徒との年齢

も近い大学生が指導に当たってくれるシステムはとても良い」という意見が聞かれた。

また、指導を受けた生徒の90％が、学生指導者の教え方は「丁寧で理解しやすい」

と回答し、加えて86％の生徒が、学生指導者の指導を通して、自らの知識や技術、

チーム力の向上を感じていた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

派遣に伴う事前の研修においては、大学や中学校との研修内容を協議することで、

研修の充実を図った。また、研修時にはスライド資料を活用して、視覚的支援を行う

とともに、具体例を掲示することで、学校現場で指導する際の指導者としての意識や

心構え、態度などをより深く考えられるよう工夫した。なお、学生指導者に実施したア

ンケートにおける「事前の研修内容は実際の指導時に活用できるか」について、

90％が肯定的な意見であった。

特に
工夫した
事項

学生指導者に期待する声がある一方で、顧問教員や保護者からは指導面に対する不安感や派遣日数の少なさを指摘する声があった。そのた

め、学生指導者への研修回数の検討や研修内容の精選等を行うことで指導者の質を高めるよう努めるとともに、学校側に活動計画表の早期

提出を依頼するなど、派遣日数をある程度担保できるような手立てや工夫を検討していく必要があると考える。

今後の
課題と
対応方針

【生徒】学生指導者は丁寧で理解しやすい

【生徒へのアンケート】

【学生指導者へのアンケート】

【学生】事前研修の活用
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

大学やプロスポーツチーム等と指導者派遣や大学施設の利用等について連携を図る。

取組事項

学生の指導者派遣については、大学側と連携会議を開催し、指導者募集の方

法、研修会の内容などを協議して実施した。

また、３つのプロスポーツチーム（バレーボール、バスケットボール、卓球）との連携

については、指導実施に係る日程調整や指導内容などを協議して指導者派遣を実

施した。生徒や顧問からは、専門的な指導に対する高い満足度を得ることができた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

プロスポーツチームの指導者派遣については、それぞれ１回ずつ、中体連の強化練習会の機会を利用し、市内各校から集まった生徒に対して

指導を依頼した。
特に

工夫した
事項

学生指導者派遣については、学生への研修や部活動顧問との連携方法、勤怠管理などについての成果と課題について、次年度の取組につ

いての検討を進めていく。

また、プロスポーツチームとの連携については、年間を通じた指導について、さらに協議を進めていく。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

生徒のニーズや受け皿団体の意見を踏まえ、多様なニーズに応じた取組を検討する。

取組事項

今年度、本市では生徒のスポーツの機会創出のため、多様なニーズに応じた取組の検討を進めてきた。

活動の受け皿団体として、プロスポーツチームを想定していたが、生徒のニーズの把握と分析、活動内容の検討までにとどまっているため、具体

的な取組の実施までには至っていない。取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

１２月に小学校６年生及び中学校１・２年生とその保護者、また、中学校教職員を対象に「地域移行に係るアンケート調査」を実施し、

多様な活動についてのニーズ把握を行った。
特に

工夫した
事項

来年の実施に向けて、アンケート調査結果を基に、生徒のニーズに合わせた活動内容や頻度などについて、プロスポーツチームと継続して協議と

検討を進めていく。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

モデル事業に係る収支を踏まえ、保護者負担経費について、既存の部活動における活動経費との比較を含めて検討を行う。

取組事項

大学生指導者派遣についての一例として、A校の陸上競技部（部員２０人）へ月６回、１回あたり４時間で指導者４人を派遣した場

合、指導者への謝金と保険料を合わせて、生徒一人あたり月約1,800円の負担となることがわかった。

参加人数によって、一人あたりの経済的な負担に格差が生じることが課題である。取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

モデル事業による保護者負担のあり方を検証する観点から、係る経費については、全額公費負担とした。

特に
工夫した
事項

本市では、令和１１年度から休日の部活動の完全移行を目指す方針のため、平日に行われる部活動は、当面の間継続される。部活動の

継続と地域スポーツ活動の推進には、保護者負担が欠かせないものと考えられる。保護者の費用面での負担軽減のための財政支援などを今後

も検討していく。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【令和５年２月生徒・保護者への周知チラシ】 【令和５年５月大学生指導者募集チラシ】

図、グラフ、文章での説明等
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【大学生指導者による指導（卓球）】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【大学生指導者による指導（野球）】

【プロチームによる指導（バレーボール）】 【プロチームによる指導（卓球）】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること



12

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

WG設置

検討開始

指導者の選定

拠点校の選定

関係者への説明周知

モデル事業の開始 地域クラブ活動の開始

●ステークホルダー

・教育委員会、市民生活局

・学校（教職員、生徒、保護者含む）

・大学

●経過

スポーツ庁、文化庁から出された検討会議の提言を受けて、WG

の設置による検討開始

●実施にあたって生じた課題

・取組内容とスケジュールの検討

・検討委員会の設置

・役割分担

●実施内容、工夫した点 等

・中体連校長等、スポーツ推進審議会を含めた意見聴取

・意見聴取を踏まえた立案

・推進方針の策定

・大学、プロチームとの連携会議

・推進方針とR5取組のチラシによる周知

令和４年 令和５年 令和６年以降

●ステークホルダー

・教育委員会、市民生活局

・学校（教職員、生徒、保護者含む）

・大学、プロチーム、企業等

●経過

指導者派遣を７月から実施開始

●実施にあたって生じた課題

・学生指導者の勤怠管理など顧問の負担軽減

・学生指導者と顧問との連絡手段

・指導者への謝金の支払システム

●実施内容、工夫した点 等

・学生指導者の勤怠管理は、顧問が紙による確認

来年度は、デジタル化による勤怠管理と支払を検討中

・ラインワークスを活用した連絡手段の確立

活用を促進する取組を検討中

・学生指導者への事前研修の実施
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

取組内容

成果イメージ
（想定）

受け皿
推進体制

改革推進期間Ⅰ 改革推進期間Ⅱ

推進計画の策定・モデル事業の実施と検証 成果のフィードバックと横展開(拡充）

およそ半数の部活動の地域移行完了を目指す 全中学校での実施（一部の部活）を目指す

企業、大学、外郭団体（岡山市スポーツ協会等）
との連携

本格的な稼働体制へ移行

休

日

部

活

動

の

完

全

地

域

移

行
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